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施設整備コンセプト・基本方針について 
１．施設整備コンセプト・基本方針とは 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【施設整備コンセプト・基本方針の整理（本日の検討資料について）】 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備コンセプト 

どんな学校を 
つくりたいか 

【整備コンセプトとは】 

これまでの検討委員会やワークショップ等を通して 
いただいた意見を反映した 

『新たな学校施設の整備で実現したいこと（理念）』 
（ハード面～ソフト面を含む） 

基本方針 基本方針 基本方針 

どんな 
施設・機能が 

必要か 

【基本方針とは】 

整備コンセプトを実現するための 

『求められる施設・導入機能の考え方』『機能配置等の空間のあり方の考え方』 

参考：磐田市 向陽学府小中一体校における整備コンセプト 

施設の設計へ 

 

新しい学校施設の社会潮流 

■  

■掛川市の関連計画等 

・

・教育大綱かけがわ【H28 年～10 年間】 

 

第１回原野谷学園新たな学校づくり検討委員会 

（ワークショップの意見） 

❶今の学校の活動で、再編後も引き継ぎたいこと 

❷こんな学校だったら通ってみたい、通わせたい 

検討資料（説明） 

『施設整備コンセプト（案）について』 第２回 
原野谷学園 
新たな学校づくり 
検討委員会 

検討委員会内ワークショップ 

❶新しい学校に欲しい「機能・施設」

とその「使い方」 

原野谷フェスティバル:12/10(日) 

❶新しい学校へのご意見 
児童生徒ワークショップ 12/13(水) 

(合計 20 名:４人×５グループ)  

 

❶学校の好きなところ 

❷学校でやってみたいこと 

教職員ワークショップ:12/21(木) 

❶子どもたちのために欲しい 

「施設・機能」 

❷働きやすい職場に必要な 

「施設・機能」 

第３回 
原野谷学園 
新たな学校づくり 
検討委員会 
 

検討資料（説明） 

『施設整備コンセプト・基本方針について』 

資料１ 
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２．施設整備コンセプト・基本方針（案） 
 
 
 

これまでの検討委員会やワークショップ等を通していただいた意見を参考に整備コンセプト（案）を

作成しました。このいずれかを選択してもらうのではなく、参考案としてご検討いただき、最終的に『新

たな学校施設の整備で実現したいこと（理念）』としてまとめます。 

 

 

原野谷からはじまるd掛川の新たな学び×まちづくり’を実現する学校 

        ・掛川市の中学校区学園化構想は、原野谷学園が早くから検討されており、今後の学園

のあり方、小中一貫校のモデルとなる学校です。また、中学校区を学びとともに地域

の拠点と捉えたまちづくりも考えた学校施設を表現しています。 

  キーワード：原野谷からはじまる、新たな学び、まちづくり 

 

１人１人が尊重し合い、夢と希望に向かう共創のまなび舎 
        ・児童生徒ワークショップで出された意見（新しい学校のキャッチフレーズを考えよ

う）を重視し、原野谷が育んできた縦と横、地域とのつながりを活かした協働的学び

を表現しています。 

  キーワード：夢、共創、尊重し合う 

 

『夢を抱き りりしく歩む 原野谷っ子』地域で育む学びの杜 

        ・原野谷学園の目指す子ども像「夢を抱き りりしく歩む 原野谷っ子」を活かすとと

もに、ワークショップ等で多く聞かれた『地域とのつながり』で育む学校であり、地

域の自然との調和した学びの場所を表現しています。 

  キーワード：学園目標、地域、杜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 ご意見を参考に基本方針（案）についても下記のように作成しました。コンセプトを実現するための整備
方針としてまとめていきます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

整備コンセプト（案） 基本方針（案） ※次ページ以降に頂いたご意見を整理しています。 

1 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、柔軟で創造的な 
学習空間づくり 

２ 児童生徒の心のゆとりを生む、健やかな学習・生活空間づくり 

４ 地域とのつながり・交流を大切にし、ともに創造する共創空間づくり 

３ まわりの豊かなみどりに調和し、自然を感じることのできる施設づくり 

５ 児童生徒の安心・安全に配慮した地域の防災拠点づくり 

６ 先生の働き方に配慮した学校づくり 

●児童生徒の興味・関心を大切にし、個性を活かした探求の場づくり 
●コミュニケーションを大切にした協働的な学びの場づくり 
●9 年間見通し、縦割りレクリエーション等で培った異年齢交流の場づくり 
●児童生徒と教職員の日常的な信頼関係において、学び～生活まで相談できる環境づくり 
●企業等との連携・協働による総合的な学習 
●明るく温かな雰囲気で過ごしやすい、ゆとりのある教室 
●柔軟に対応できる多目的スペース 
●読書・学習・情報のセンターとなる魅力的な学校図書館（ラーニングセンター） 

●児童生徒の居場所となる空間づくり 
●児童生徒がリラックスできる空間づくり 
●児童生徒の多様化の対応 
●食を楽しむ・学ぶ 
●運動・部活を楽しむ 
●快適な校内環境 
●清潔感のある快適なトイレ・更衣室 

●周辺環境との調和を意識した施設 

●地域の活動・交流拠点 
●公共施設等の複合化・共用化 
●伝統文化の継承 

●通学路の安全確保 
●子どものセキュリティ 
●避難所機能の充実（自家発電、情報通信設備など） 
●バリアフリーに配慮した施設 

●多様な働き方に対応した快適な職場環境 
●教育体制等の改善 

 

■新しい学校のキャッチフレーズを考えよう  

・夢を持って共に歩む（個人で夢を持って、尊重し合いながら新しい学校をスタートさせる）  

・人との関わりを大切に 清く明るい 原野谷学園  

・やる気 元気 本気 勇気 仲間思いな 原野谷学園  

・夢と希望に向かって笑顔で進む原野谷学園  

・１人１人が尊重し合い 夢に向かって成⾧していく 

 

児童生徒ワークショップで出された意見 

案３
1 

案１
1 

案２
1 
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３．ワークショップ等の意見を踏まえた基本方針（案）の整理 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、柔軟で創造的な 
学習空間づくり 

●児童生徒の興味・関心を大切にし、個性を活かした探求の場づくり 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・やっぱり“学力”は重要（さらに向上させていただきたい） 
・基礎学力の充実、授業で勝負！ 
・どの子も主役（一人一人が主役） 
・生きる力（課題を見つける、考える力、解決する力、表現する力）を増進させる   

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●先進的教育環境の整備 
・敷地内全てで Wi-Fi の完備 
・Wi-Fi を活用して休み時間を自由に使う 

●普通教室 
・移動式の大きなホワイトボード 
・全スクリーン 

●特別教室（教科教室） 
・大きな実験をしたい 
・家ではできない実験ができる・実験器具が多い(2) 
・学校での共同資産で個人ではなかなか買えない・使えないものが使える 

●特別教室（準備室・教材室） 
・教材室、広い教室（いろいろなものを整理しておける） 
・教科資料室 

●学習相談室 
・授業で分からなかったところを自由に学習できる場所 
・通常級の子も勉強に困ったら支援ができるようにする。 

●自習室 
・自由に使える自習室がほしい 
・放課後に使える自習室 

●専門人材の確保 
 ・外国人の ALT（外国語指導助手） 

 

●コミュニケーションを大切にした協働的な学びの場づくり 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・コミュニケーションを大切にする教育の推進 
・人間関係づくりを大切にする学校（仲間づくり、集団づくり） 
・思い出が作れる学校   

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●協働学習スペース 
・教えあえる学習スペース 
・数人でミーティングできる部屋 

●発表の場・展示の場 
 ・学校全体の目標を持ち、ステージの出発会のように、その目標を達成できたか

を発表する 
●行事による交流 

・文化祭（店、出し物、展示物、お化け屋敷等）【ほか 9】 
 

●9 年間見通し、縦割りレクリエーション等で培った異年齢交流の場づくり 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・学年の垣根を越えた縦割りレクリエーション活動 
・先輩後輩の信頼関係 
・他の学年と交流が多い 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●異年齢で遊べる場 
・他の学年との関わりを増やす(ほか 3) 
・他学校の人との交流を深めたい 

●複数学年が入る集会スペース 
・2 学年(100 人)入る部屋、教室、小ホール 
・全校集会ができるくらいの広い教室 

●学年職員室 
・学年職員室（学年の生徒を見渡せる） 

●催し・行事を通した交流の場（文化際・体育祭） 
・小・中学生の交流会（遊んだり話したり） 
・さまざまな行事がある（運動会、合唱祭等）(ほか 4) 

 

●児童生徒と教職員の日常的な信頼関係において、学び～生活まで相談できる環境づくり 

【ワークショップ等での主な意見】 
新しい学校
で大切にし
たいこと 

・教科担任制（専門の教員）から楽しく‼ 学ぶ！ 
・教職員の笑顔 
・先生と生徒の距離が近い・先生が面白い・優しい・先生と仲が良い 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●相談室 
・先生に気軽に質問できる 
・子どもに話を聞くための部屋(トラブル等) 
・キャリア進路の部屋（いろんな学校の資料や職業に関わることが学べる部屋） 

 

●企業等との連携・協働による総合的な学習 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・地域の産業、特産品などと触れ合う体験、授業 
・企業とのつながり（協力企業のリスト化） 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●総合学習の場 
・夢原里学習（総合的な学習） 
・特別講師を招いて授業（部活動）を行う 

●専門性の高い人材連携 
・ICT 支援員 
・iPad などインターネットなどの管理をしてくれる人（教員以外で） 
・企業とのつながり（協力企業のリスト化） 
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●明るく温かな雰囲気で過ごしやすい、ゆとりのある教室 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・温かな雰囲気の教室の学校 
・教室が明るい（採光） 
・過ごしやすい空間（暑さ･寒さ）   

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●広く快適な普通教室 
・教室を広く使える 
・光を取り込む窓 

●充実した収納スペース 
・鍵付きの個人ロッカーの更衣室 
・作品や学習物を整理したり保管したりできる場所(3) 
・⾧靴が入る靴箱 

●掲示スペース 
・メモリアルコーナー 
・電子掲示板（貼り変えなし、スペースに限りなし、全員の作品を流してあげら

れるし、どんどん変えてあげられる 
●エアコン等の設備 

・温度差がない空調 
・全教室に空調設備 

●柔軟に対応できる多目的スペース 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・フレキシブルで自由な空間 
・フリースペースに使える部屋、施設の充実 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●フレキシブルに利用可能な広い廊下等 
・生徒や先生がワイワイできる広い廊下 
・他学級と交流しやすい広い廊下 

●自由に使える多目的室・ホール 
・児童･生徒以外の地域の方が作品を展示して披露できるスペース 
・自由に使える多目的教室 
・フリースペースに使える部屋、施設の充実 

●読書・学習・情報のセンターとなる魅力的な学校図書館（ラーニングセンター） 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・総合の時間を活用した探究活動 
・図書室が広い（原野谷中） 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●フレキシブルに利用可能な広い廊下等 
・図書館が広いと嬉しい（学校司書の常駐） 
・放課後に使える図書室 
・子どもが調べられる部屋（ワクワクする） 
・地域のみんなが利用できる図書館・でっかい図書館が欲しい・たくさん本を読

みたい（ほか 2） 
 

●児童生徒の居場所となる空間づくり 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・土日でも学校で遊べるとよい 
・飽きのこない運動場 
・友達に会える・話せる（ほか 12）   

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●友人と過ごす交流スペース 
・自然と子供たちが集えるような遊びの空間 
・雨の日でも遊べる室内ホール 

 

●児童生徒がリラックスできる空間づくり 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・ひとりで静かにすごしたい時にも居場所がある 
・不登校傾向や特性の強い子も安心できる居場所 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●中庭 
・中庭で食事が食べられる空間 

●有意義な休み時間 
・ワクワクタイムという２時間目と３時間目の間にある少し⾧い休み時間 
・休み時間 

●一人でもリラックスできる空間 
・のんびり本を読める、落ち着くことができる場 
・椅子ではない場所に座って、遊んだり本を読んだりできる場所、談話室 

 

●児童生徒の多様化の対応 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・体調不良の時に少し休める場所（休憩室） 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●スクールカウンセラー等 
・カウンセラーさんが常駐しているカウンセリングルーム 

●保健室 
・各階に職員室ナースステーションのようなカウンタ 
・配慮が必要な子供のために、保健室横に別の入り口を設ける 

●発達支援 
・発達支援に関する部屋（支援級、通級、etc.） 

●クールダウンスペース 
・クールダウンができる部屋、空間（ほか２） 
・クールダウンができるスペース（畳のスペース） 

 

２ 児童生徒の心のゆとりを生む、健やかな学習・生活空間づくり 
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●食を楽しむ・学ぶ 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・みんなで食べられる食堂や購買 
・温かい食事ができるよう、給食室 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●ランチルーム 
・カフェテリア（給食を食べる場、ランチルーム） 
・食堂で自由に食事ができるところ・毎年違う給食、温かい給食がいい（２） 
・食堂（学食・ランチスペース）や売店（購買・自販機）がほしい（４） 

 

●運動・部活を楽しむ 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・部活動にしっかり励んでいる（ほか３） 
・自由に運動場が使用できる 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●広い体育館 
・小中別に同時展開できる体育館(二つ) 
・体育館を広くしたい 

●運動場 
・草が生えない、砂利石が無いきれいな運動場 
・雨でもできる屋内運動場 
・子どもが自由にスポーツを楽しめるグラウンド 

●体育器具庫 
・広い体育器具庫 

●運動ジム 
・子どもから高齢者まで使えるジムがほしい 
・トレーニング遊具 

●遊具など 
・たくさん遊ぶものがある・色んな遊具がある（ほか２） 
・たくさんの遊具で遊びたい・公園みたいに遊具が欲しい（ほか５） 

●プール 
・きれいなプール 
・温水プール（ほか２）、水泳部も使える温水プール 

●充実した部活動 
・小学生にクラブ、中学生に部活 多くの人数で活動（ほか３） 
・体育のときみんなでやりたいことを決めてやる 

 

 

●快適な校内環境 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・大きい学校にしたい 
 
 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●ゆとりある学校施設 
・大人数での遊びが出来る 

●明るい校舎配置 
・気持ちが明るくなるような壁色の校舎、ロの字型の校舎 

●開放的な玄関 
・ロビー、空間、広い靴箱 

●雨に濡れない動線 
・駐輪場から雨にぬれずに校舎へ行ける通路 

●快適性を向上さえる設備等 
・ウォーターサーバー（水筒の中身を自由に入れることができる） 
・冷水機、共同(働)できる知育玩具 

●清潔感のある快適なトイレ・更衣室 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・ちゃんとした更衣室（男女別）が欲しい 
・男女別の部屋 
   

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●トイレ 
・プライバシーを気にする子のために学年に関係なく使えるトイレ 
・多目的トイレ、特別教室横にトイレ 

●更衣室 
・窓が少なく明るい、狭くない更衣室 
・プールに直結した更衣室 

●ランドリールーム 
・雨の日や汚れたものを洗濯するため（洗濯機、乾燥機、浴室暖房） 

 

 

 

 

 ●周辺環境との調和を意識した施設 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・自然豊かな場所に学校があるところ（たくさんの自然に触れ合えるから） 
・教室の窓から見る景色も思い出に残る 
   

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●眺望を活かしたスペース 
・屋上に行く 
・見晴らしのいいところを作ってほしい 

●自然を活かした学習スペース 
・ビオトープ（原野谷地区の生物）、散歩道 
・金谷中にあるような茶室、茶畑（地域の名産を育てて飲む） 
・緑や池などの自然環境 

３ まわりの豊かなみどりに調和し、自然を感じることのできる施設づくり 
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 ●地域の活動・交流拠点 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・地域との交流を大切にしている 
・原田地区と子どもたちの交流 
・原野谷学園フェスは続けてほしい、地域･小中園が集う場として必要がある 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●地域活動の拠点（イベント等の会場） 
 ・太鼓や笛の練習ができる防音スペース、地域の人たちと花や野菜を育てる 
●地域の学びスペース 
 ・学習室・自習室、職員が学べる教室（アート、小物づくりなど地域の方と関われる） 
●地域の集会・発表のスペース 
 ・地域の方と交流しやすいホール、お茶会できるようなお茶室 
●応接室 
 ・来客、相談などができる応接室 

●公共施設等の複合化・共用化 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・公民館等の一体型による交流の促進 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●幼稚園・保育園 
・幼稚園・保育園も一緒にしてほしい（ほか３） 

●学童保育 
・学童保育（○時までいれる自習室）、広くかつ目が届きやすい学童施設 

●地域生涯学習センター 
 ・地域学習センター（地区まちづくり協議会事務局） 

・学校と地域を一つにしたい 
●福祉施設および相談窓口 

・社会福祉協議会の簡易窓口、引きこもりや不登校の親の相談窓口 
●市役所出張機能 
 ・市役所の出張機能 
●駐在所等 
 ・警察署分署・駐在所、消防団の編成も行われるので、分団センター 
●地域食堂（飲食店等） 
 ・飲食店（地域の方） 
●地域拠点となる癒し・商業等施設 
 ・掛川西北部地域の中心になる機能 

●伝統文化の継承 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・清響祭で原田小の児童が披露した伝統的な神楽の舞 
・地域の伝統に参加 
・昔のおもちゃ、遊びを地域の方が教える   

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●郷土室 
・原野谷歴史資料館 
・子供たちが昔の道具や生活を調べられる 

●学校のシンボルの継承 
 ・清麗の鐘があるところ 

４ 地域とのつながり・交流を大切にし、ともに創造する共創空間づくり 

●通学路の安全確保 
【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・通学路の安全や通い方 
・従来通り徒歩で通学させたい 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●通学バス 
・自由に使える大型スクールバス 

●安全な通学路 
・安全な通学路 

●送迎用駐車場と安全な車動線 
・園児、児童生徒の安全な通学が可能な送迎、駐車スペースの確保 
・児童、生徒の動線と職員や車、業者の搬入の動線が、きちんと別になるように 

 
●子どものセキュリティ 
【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・防災、防犯カメラ（生徒の安全を確保、生徒指導にも生かす） 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●管理システム・防犯カメラ 
・楽で厳重なカギ、セキュリティシステム 
・放課後の子どもの所在が管理できるシステムがほしい 

●安全・安心に配慮した教室配置 
・廊下から教室が見える、見渡せる窓（みんなで見られる環境） 

 
●避難所機能の充実（自家発電、情報通信設備など） 
【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・丈夫な建物 
・災害時に心配のない建屋設備を考えてもらいたい（安全安心な学校） 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●有事の際の避難設備 
・広域避難所の機能の充実 
・蓄電池を備えた太陽光発電システムを使い災害時に電気が使える、防火水槽 

●防災訓練 
・防災訓練で体育館で１泊 

 
●バリアフリーに配慮した施設 
【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・バリアフリーへの配慮 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●エレベーター 
・エレベーター（ほか２） 

●スロープ 
・スロープ(高齢者も働くから) 

●ユニバーサルデザインに配慮した校舎配置 
・平屋、ユニバーサルデザイン 

●廊下・昇降口 
・ドアは吊り下げ式で段差のないもの、広い昇降口 

５ 児童生徒の安心・安全に配慮した地域の防災拠点づくり 
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●多様な働き方に対応した快適な職場環境 
【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・多様な働き方に対応した職場 
・快適な職場環境の充実 
   

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●職員室 
・広めの職員室 
・オフィスのような職員室 

●職員用多目的スペース 
・どこで仕事をしてもいいという場所をたくさん 
・会議ができるスペース（会議室だけでない場所、ちょっと情報交換できる場） 

●作業・会議スペース 
・空き時間に仕事や丸付けができる部屋（各学年の教室前） 
・ちょっと会議できる部屋 
・コワーキングスペース 

●リラックススペース 
・一息つけるサロンスペース又はカフェテリア的な 
・横になって休める部屋 
・小中の教員がともに話せる憩いの場（カフェみたいな場） 
・子供から離れられる時間、場所作り 

●更衣室等 
・シャワーのある職員更衣室 
・暖房の付く着替えの部屋 

●職員用託児所 
・職員用託児 

●設備等 
・画面の大きいノートパソコン（効率よく仕事ができる） 
・空気清浄機 

 

●教育体制等の改善 

【ワークショップ等での主な意見】 

新しい学校
で大切にし
たいこと 

・授業サポーター 
・仕事の分担制、働き方改革。一人一人の負担を少なく 
・短時間勤務制 

  

新しい学校
に求める機
能・取組等 

●学習支援員等による体制強化 
・支援者の確保（２）、学習支援員（1 学年 1 人） 
・子ども対先生の対比を考える 

●IT 環境の充実 
・充実したインターネット環境 

●情報伝達設備 
・すべての階、もしくは学級の内線電話 
・PHS 一人一台 
・職員室と直通の電話（子どもがどこかに行ったときに言う） 

●電話・窓口対応 
・電話対応専門の方 
・電話対応窓口、保護者対応窓口（時間外） 

 

６ 先生の働き方に配慮した学校づくり 
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原野谷小中一貫校整備 施設候補地の評価及び課題の比較 
 

  評価 候補地１：原野谷中学校 評価 候補地３：市営住宅原谷団地南方の農地 

概要  ・現在の原野谷中学校の敷地に小中一貫校を建設する。  ・農地（民有地）を取得し、小中一貫校を建設する。 

現況図  

 

 

 

候補地の面積 ◎ ・31,707 ㎡（台帳地積） ◎ ・30,000 ㎡（仮定面積） 

用地取得の必要性 ◎ 

・用地取得の必要性がない。 

・市有地面積：31,707 ㎡ 用地取得必要面積：0 ㎡ 

内訳 建物敷地：9,682 ㎡ グラウンド 22,025 ㎡ 

× 

・用地取得の必要性がある。用地取得必要面積：30,000 ㎡ 

・市有地面積：0 ㎡  

学校環境 ◎ 

・敷地形状は概ね整形であり、校舎、グラウンド、テニスコート、駐車場（スクールバ

ス乗降場含む）等について、比較的ゆとりある環境整備が可能である。 

・現在の敷地内での小中一貫校整備は可能である。 

× 

・学校敷地を比較的整形な形状で確保しようとすると普通河川（法定外河川）をまたぐこと

となる。河川を跨いで建物配置することができないため、校舎・体育館の配置やグラウン

ド等の配置に大きな制約が生じることが想定される。 

通学手段 ◎ 

・徒歩・自転車圏内の児童生徒数は全体の約 90％、スクールバス圏の児童生徒数は約

10％であり、スクールバス利用の経費削減を図ることができる。 

・敷地内にスクールバス駐車場、乗降場のスペースが必要である。 

○ 

・徒歩・自転車圏内の児童生徒数は約 87％、スクールバス圏の児童生徒数は約 13％であり、

スクールバス利用の経費削減を図ることができる。 

・敷地内にスクールバス駐車場、乗降場のスペースが必要である。 

候補地の安全性 △ 

・外水氾濫想定は、浸水深 0.5～3.0ｍ未満である。グラウンド地盤面が低いため、校舎

等施設の配置は、現在の校舎配置場所が望ましい。 

・1 階部分は耐震性を確保したピロティ構造の検討や建設地の地盤面を盛土するなどの

検討が必要である。 

・液状化危険度は評価対象外である。（静岡県第 4 次地震被害想定：対象となる地層がな

い） 

△ 

・外水氾濫想定は、浸水深 0.3～3.0ｍ未満である。 

・1階部分は耐震性を確保したピロティ構造の検討や建設地の地盤面を盛土するなどの検討

が必要である。 

・液状化発生の可能性がある箇所及び液状化発生の可能性が低い箇所が分布している。（静

岡県第 4 次地震被害想定：液状化可能性分布「中」「小」） 

  

◎：優れている 〇：やや優れている △：やや劣っている ×：劣っている 

資料２－１ 
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 評価 候補地１：原野谷中学校 評価 候補地３：市営住宅原谷団地南方の農地 

経済性 ○ 
・配置計画によっては造成工事を伴わないことが可能である。 

× 
・農地（民有地）の買収には、約 3 億円の費用が必要と想定される。 

・農地の造成・地盤改良等は、約 4 億円の事業費が必要と想定される。 

事業スケジュール ◎ 

・建設に係る制約条件が少ないため施設整備に関する検討が比較的容易であり、事業ス

ケジュールと事業費の見通しが立てやすい。 

・令和 11 年開校は可能である。（仮設校舎建設する場合は令和 10 年開校を想定できる） × 

・用地取得、造成工事（養生期間を含む）及びインフラ整備工事で約 6 年間のスケジュー

ルを見込む必要があり、令和 14 年以降の開校となる。地権者調整・合意形成の状況に

よっては、更に長期化する可能性もある。 

・土地利用現況が農用地の場合は、農振除外の手続きが必要となる。 

・開発許可手続きが必要となる。 

総合評価 ◎ 

・既存の学校敷地を活用するため、整備スケジュールや事業費の見通しが立てやすい。 

・校舎の建設位置によっては仮設校舎が必要になる。（現校舎のある敷地北側の方が現在

のグラウンド面と比べて地盤面が高いことから、北側に校舎を整備することが望まし

い。既存校舎を極力残した状態で新校舎の段階的整備について検討を行う必要があ

る。） 

・洪水浸水想定については 1 階のフロアレベル等を検討し、学校施設の基幹設備は 2 階

以上に計画するなどの対応策が必要である。 

・敷地面積が広く、ゆとりある学校環境の整備が可能である。 

・原谷地区及び原田地区の行政区境に位置しているため、両方の地区から通学・来校し

やすい。 

× 

・農地の用地取得費、造成工事費が必要となり、総事業費が増加する。 

・事業スケジュールの見通しが立てにくく、小中一貫校建設事業が長期化する。 
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原野谷小中一貫校整備 施設候補地の評価及び課題の比較 
 

  評価 候補地２－１：原谷小学校 評価 候補地２－２：原谷小学校＋北面の拡張 

概要  ・現在の原谷小学校の敷地に小中一貫校を建設する。  ・現在の原谷小学校の敷地と北面の農地（民有地）を取得し、小中一貫校を建設する。 

現況図  

 

 

 

候補地の面積 △ ・23,474 ㎡（台帳地積） ◎ ・候補地全体の面積：33,274 ㎡ 

用地取得の必要性 ○ 

・23,474 ㎡（台帳地積） 

・市有地面積：23,474 ㎡ 用地取得必要面積：0 ㎡ 

内訳 建物敷地：4,240 ㎡、グラウンド：17,562 ㎡ 

その他（郷土資料館・ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ）：1,672 ㎡ 

× 

・用地取得が必要である。用地取得必要面積：約 9,800 ㎡ 

・学校用地：23,474 ㎡（台帳地積）市有地 

内訳 建物敷地：4,240 ㎡、グラウンド：17,562 ㎡ 

その他（郷土資料館・ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ）：1,672 ㎡ 

学校環境 △ 

・敷地形状は概ね整形であるが、校舎、グラウンド、テニスコート、駐車場（スクー

ルバス乗降場含む）等のゆとりある配置が困難である。 

・小学生用・中学生用それぞれのグラウンドが確保できないため、兼用のグラウンドと

なる。 

△ 

・敷地形状は概ね整形であるが、敷地が分断し、校舎、グラウンド、テニスコート、駐車

場（スクールバス乗降場含む）等の一体的な配置が困難である。 

・北面に用地拡張できれば、小学生用・中学生用それぞれにグラウンドを確保できる可能

性がある。 

通学手段 ◎ 

・徒歩・自転車圏内の児童生徒数は全体の約 90％、スクールバス圏の児童生徒数は約

10％であり、スクールバス利用の経費削減を図ることができる。 

・敷地内にスクールバス駐車場、乗降場のスペースが必要である。 

◎ 

・徒歩・自転車圏内の児童生徒数は全体の約 90％、スクールバス圏の児童生徒数は約 10％

であり、スクールバス利用の経費削減を図ることができる。 

・敷地内にスクールバス駐車場、乗降場のスペースが必要である。 

候補地の安全性 △ 

・外水氾濫想定は、浸水深 0.3～3.0ｍ未満である。 

・1 階部分は耐震性を確保したピロティ構造の検討や建設地の地盤面を盛土するなどの

検討が必要である。 

・液状化発生の可能性がある箇所及び評価対象外の箇所が分布している。（静岡県第 4 次

地震被害想定：液状化可能性分布「中」、対象となる地層がない） 

△ 

・外水氾濫想定は、浸水深 0.3～3.0ｍ未満である。 

・1 階部分は耐震性を確保したピロティ構造の検討や建設地の地盤面を盛土するなどの検討

が必要である。 

・液状化発生の可能性がある箇所及び評価対象外の箇所が分布している。（静岡県第 4 次地

震被害想定：液状化可能性分布「中」、対象となる地層がない） 

・南面は、市営住宅原谷第 2 団地の敷地に隣接していることから拡張はできない。 

・市営住宅の築年数が 20 年未満と比較的新しいため、撤去・移設することは想定し

ていない。 

21,802 ㎡ 

◎：優れている 〇：やや優れている △：やや劣っている ×：劣っている 

1,672 ㎡ 

約 7,500 ㎡ 

約 2,300 ㎡ 

1,672 ㎡ 

21,802 ㎡ 
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 評価 候補地２－１：原谷小学校 評価 候補地２－２：原谷小学校＋北面の拡張 

経済性 ○ 

・配置計画によっては造成工事を伴わないことが可能である。 

× 

・原谷小学校敷地内は、配置計画によっては造成工事を伴わないことが可能であるが、北

面の農地は造成工事・地盤改良工事等が必要となる。 

・農地（民有地）の買収には、約 1 億円の費用が必要と想定される。 

・農地の造成・地盤改良等は、約 1.3 億円の事業費が必要と想定される。 

事業スケジュール ◎ 

・建設に係る制約条件が少ないため施設整備に関する検討が比較的容易であり、事業

スケジュールと事業費の見通しが立てやすい。 

・令和 11 年開校は可能である。（仮設校舎建設する場合は令和 10 年開校を想定できる） 

× 

・北面の農地はすべて青字農地であり、土地を買収、転用するためには、農振除外、開発

許可の手続きが必要になり期間を要する。 

・子どもたちの安全を確保するために歩道橋や渡り廊下などの施設が必要となるが、県道

を跨ぐ形となるため、静岡県等の関係部署との協議にも期間を要することが想定され

る。 

・令和 11 年度の校舎・体育館の供用開始は可能と想定されるものの、グラウンド、テニ

スコート、駐車場などを含めた全面供用開始は令和 13 年度以降となる。 

総合評価 ○ 

・既存の学校敷地を活用するため、整備スケジュールや事業費の見通しが立てやす

い。 

・敷地南側に校舎を整備することで仮設校舎は不要となる。ただし、建設工事中はグ

ラウンドの利用に制約がある。 

・洪水浸水想定については 1 階のフロアレベル等を検討し、学校施設の基幹設備は 2

階以上に計画するなどの対応策が必要である。 

・敷地面積に余裕がないため、施設配置上の制約がある。 

・周辺は原谷小学校区の居住地環境であり、こども園、公会堂などの公共施設が立地し

ている。 

△ 

・農地の用地取得費、造成工事費が必要となり、総事業費が増加する。 

・北面の農地（民有地）を取得し、学校用地として使用できるようになるまでには期間を

要することが想定される。 

・敷地南側に校舎を整備することで仮設校舎は不要となる。ただし、建設工事中はグラウ

ンドの利用に制約がある。 

・洪水浸水想定については 1 階のフロアレベル等を検討し、学校施設の基幹設備は 2 階以

上に計画するなどの対応策が必要である。 

・周辺は原谷小学校区の居住地環境であり、こども園、公会堂などの公共施設が立地して

いる。 

 

 

 



原野谷小中一貫校整備 施設候補地の評価シート 
資料２ʷ１「原野谷小中一貫校整備 施設候補地の評価及び課題の比較」を閲覧いただき、 

各候補地について、評価が高い場合「３」、中間的な評価の場合「２」、評価が低い場合「１」の数字をご記入ください。 

また、評価項目について、新しく追加したい項目があれば追記いただき、重視したい項目に１から順位をつけてください。 

項目

順位 
評価項目 

候補地１ 

原野谷中学校 

候補地２ʷ１ 

原谷小学校 

候補地２ʷ２ 

原谷小学校 

＋北面の拡張 

候補地３ 

市営住宅原谷第２ 

団地南方の農地 

 学校環境 
 児童生徒の学習・スポーツ等に、ゆとりあ

る環境 
 学校運営に支障のない広さ・構造 

    

 利便性 
 原田地区・原谷地区の両地区から通学・来

校しやすい位置 
    

 安全性 
 がけ崩れや浸水、液状化等に対する安全 
 安全な通学路・道路 

    

 経済性 
 高額な事業費は投入できない 

    
 迅速な事業スケジュール 

 できるだけ早期に小中一貫校を開校したい 
    

 (自由記入欄)     
 (自由記入欄)     
 (自由記入欄)     

資料２－２ 



原野谷小中一貫校整備 施設候補地の評価シート（記入例） 
資料２ー１「原野谷小中一貫校整備 施設候補地の評価及び課題の比較」を閲覧いただき、 

各候補地について、評価が高い場合「３」、中間的な評価の場合「２」、評価が低い場合「１」の数字をご記入ください。 

また、評価項目について、新しく追加したい項目があれば追記いただき、重視したい項目に１から順位をつけてください。 

項目

順位 
評価項目 

候補地１ 

原野谷中学校 

候補地２ʷ１ 

原谷小学校 

候補地２ʷ２ 

原谷小学校 

＋北面の拡張 

候補地３ 

市営住宅原谷第２ 

団地南方の農地 

学校環境 
 児童生徒の学習・スポーツ等に、ゆとりあ

る環境 
 学校運営に支障のない広さ・構造 

利便性 
 原田地区・原谷地区の両地区から通学・来

校しやすい位置 
    

安全性 
 がけ崩れや浸水、液状化等に対する安全 
 安全な通学路・道路 

    

経済性 
 高額な事業費は投入できない 

迅速な事業スケジュール 
 できるだけ早期に小中一貫校を開校したい     
(自由記入欄) 

追加したい評価項目があればご記入ください     
(自由記入欄) 

追加したい評価項目があればご記入ください     
(自由記入欄) 

追加したい評価項目があればご記入ください     

資料２－２ 
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資料４
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四角形
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